
 
 
 
 
 
 

 

 

まちの課題を調べたり、解決したい。ねりまの魅力を高めて、住みよい環境づくりのために提案

したり、地域活動をしたい。そんな想いをもってまちづくり活動している方々がたくさんいます。

ここでは過去２年間にまちづくり活動助成を受けて活動しているグループを紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おとなと子どもが参加して公園のトイレペイント（Ｈ18・たまご部門） 

東京練馬安心アカデミーガーディアンズのコメント 
街中のらくがきを消すことによって、きれいなまちをつくっていくこ

とを目的としている活動です。特に子供たちが絵を描くことによって、
楽しい環境が生まれ、まちが美化されるとともに、青少年の防犯にも効
果があると考えています。練馬区をきれいで安心して生活できるまちに
することに貢献していければとおもって活動しています。 

実際に川に入って石神井川を調査（Ｈ18Ｈ19・はばたき部門） 

石神井川探検隊のコメント 
練馬区にはいくつかの地点では良好な河川環境にありながら、フェン

スで周辺を囲んでしまうなどして、子供たちが遊べないようにしてしま
っています。このように恵まれた自然の財産がありながら、活かしきれ
ていないため、川の役割や効果を知り、本来の川の姿に近づける活動を
することが重要だと考えています。地域の人たちが実際の川に入って、
川の水がきれいだということを実感してもらえるような活動にしたいと
おもいます。 

公園で子どもたちと子育て世代の応援を（Ｈ19・はばたき部門） 

未来こどもランドのコメント 
子どもたちへの遊びと保護者への生活情報の提供を目的に公園での子

育て支援活動をしていきます。遊具をのせた手押し車により地域の公園
を回り、明るく楽しい地域コミュニティーをめざすことでまちづくりに
貢献していきたいとおもっています。 

☀ここがポイント 

地域の人的資源を活かして公共空間を楽しく豊かに改善する 

区民参加によるペイントはこのあと区の依頼を受け、光が丘公園の美化活動

に発展しました。日大芸術学部との協力関係や子どもたちを意識した企画内容

が魅力の一つです。 

☀ここがポイント 

開かれた実践的活動から課題を訴え仲間を作る 

現場の活動だけでなく、講師を招いて講演会をしたり、ニュースを発行した

りと実行力がともなう活動となっています。 

☀ここがポイント 

地域との協働による子育て支援と公共空間の活用 

ＮＰＯとしての経験を生かし、公園を使った手作り感覚での子育て支援と地

域コミュニティーの場づくりを積極的におこなっています。 

練馬まちづくりセンター まちづくり活動助成
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■過去の審査では助成対象とならなかった企画提案に対して 

・地域・人・他のグループなどとのネットワークが明確でない 

・提案された課題を解決し、地域の方にどう還元するのか 

・練馬区内の地域特性を踏まえた活動としての視点が弱い 

・実現性について疑問がある 

などの意見がありましたので、参考にしてください。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<助成対象となった団体名と活動内容>                           （五十音順） 

春日町駅周辺街づくりの会 まちづくりの変遷を小学校の副読本にまとめる 

環境ＮＰＯエコメッセ練馬運営委員会 温暖化対策や自然エネルギーなどによる教育プログラムづくり 

散歩の道しるべマップづくりコムラッド 散歩に使えるマップづくり 

自然環境ねりまくらぶ 自然に親しみ、生態系と市民との豊かな共生関係をつくっていく活動 

石神井公園再生フォーラム 石神井公園の再生を市民の手で 

石神井まち協クラブ 石神井公園駅周辺地区のまちづくり支援 

七夕ちがや馬祭り実行委員会 地域の風習を次世代に伝える・区内商店の活性化 

東京建築士会練馬支部木の香る住まいづくり部会 区民参加によるまちづくりセミナーの開催 

東京建築士会練馬支部景観部会 練馬らしい景観を育む活動 

中村小学校グリーンキーパーズ 校庭の芝生を通じて子どもたちと地域とのつながり・環境学習をおこなう 

なじみ研究会 練馬の環境保全のための絵本製作 

ねりま・ごみフォーラム 生ごみ回収の仕組み作り試行 

練馬チアリーダーズ みどりの応援団・子どもたちの環境学習 

光が丘まちづくりフォーラム 光が丘地域のまちづくり 

 

 

住民主体による千川緑道整備の提案（Ｈ19・はばたき部門） 

まっぷす（練馬区南西地域まちづくりグループ）のコメント 
公共空間のつくり方はこれまで区や都などで行われてきましたが、今

後は地域の方が参加できる方法で行えると思います。そのために、地域
の方に対してのイベントなどを開催しながら千川緑道についての提案
をまとめていきたと思っています。 

☀ここがポイント 

専門家が地域住民を巻き込んで公共空間のつくり方を提案 
メンバーの中には専門家もいますが、自分たちだけで考えるのではなく、

地域への呼びかけにより幅広く住民の意見を取り入れるように活動していま

す。また、区や都との話し合いも積極的におこなっています。 

地域住民１０００人が参加したイベントの開催（Ｈ18Ｈ19・はばたき部門） 

白子川源流・水辺の会のコメント 
地域の人々に白子川の自然環境を知ってもらうため“白子川源流まつ

り”を毎年開催して交流を深めています。これからは、地域のお年寄り
の聞き取り調査などにより学校向けの副読本の作成や、若い世代を定例
活動に呼び込んで世代交代を図っていくなど、地域に根ざした活動を進
めていきたいと考えています。 

☀ここがポイント 

川を取り巻く地域の様々な活動の交流の場づくり 

７年間の源流まつりの開催による継続的な活動の成果がある一方で活動の

ひろがりも求められています。 


